
自衛隊家族会 機関誌「おやばと」とともに 
令和６年１１月 

自衛隊河内家族会 

会長  藤原廣記 

【 ご 挨 拶 】 藤原廣記 

平素は河内家族会の活動にご理解、ご協力頂き誠にありがとうございます。 

10 月は河内家族会の行事としまして航自岐阜基地への研修旅行を実施致しました。早朝出

発にもかかわらず多くの会員の皆様に参加頂き、大変有意義な研修旅行となりました。研修旅

行の様子が少しでも伝わればと思い、研修に参加頂きました皆様の感想と報告書を作成しまし

たのでご一読頂ければ幸いです。また来年のカレンダーの配布と早春懇親会の案内についても

合わせてお知らせしておりますのでよろしくお願い致します。 

 

【 ご 感 想 】 航空自衛隊岐阜基地研修旅行(令和６年１０月８日(火)・２５名参加)  

航空自衛隊は初めてと言うこともあり

嬉しかったです。私は、息子が自衛官で

すがみなさんの様に自衛隊の事、詳しく

ないのですが楽しめました。実際に戦闘

機に乗れた事、貴重な書類等を見せて頂

けたことに有難く思いました。広報官や

役員の皆様ありがとうございました。来

年は、息子が海上自衛官なので護衛艦、

輸送艦の見学もしたいです。(S様) 

 

今回の研修は非常に中身の濃いもので

あったと思います。管制室の見学は大変

良かったです。来年度の研修については、

今までは現場の部隊見学が多かったので

はないかと思います。次回は部隊の配属

前にどのような教育を受けているのか、

そういった所を見学できればと思います。

たとえば、陸自の大津教育隊。(I様) 

 

 研修旅行、めちゃ楽しかったです。航

空自衛隊は近くにないので行く機会がな

く、戦闘機をあんな近くで見られたり、

操縦席に座らせてもらえたり、貴重な体

験が出来ました。また機会があれば子供

達を連れて行きたいと思います。来年は

舞鶴とか行きたいです。(K様) 

 

基地の中に川重さんが、ファミリーマ

ートさんが入っていて活気がありました。

基地内放送は TOA さんが入っています。

TOA 放送機器の会社です。消防車は東急

車両さんが確認できました。自衛隊さん

は特別職の国家公務員、知っているよう

で知らなかったです。1853 年ペリー来日

の時、ここは大砲の基地で大砲の売り込

みに江戸に行っています。大砲が飛びす

ぎて、大砲をやめて飛行場に切り替え、

日本製の飛行機はなくフランスから輸入。

関東大震災の航空写真を撮る。のちに国

産に切り替えていく。基地の昼食はおい

しかったです。(A様) 

 

 この度の岐阜基地研修旅行は３回目で

あります。従来の研修では基地の広報官

が解説して下さいます。しかし今回は、

飛行開発実験団の隊員と操縦士が有事下

で敢行することを想定した緊迫感をもっ

て解説して下さいました。私の長男も空

自の検査隊に居りますので、こうした緊

張感のある中で任務遂行しているのかと

思うと、親鳩として改めて愚息を誇りに

思うこととなりました。(K様) 

 

 岐阜基地の広報官の対応が非常に良か

ったです。大阪出身という事もありとて

も親近感がありました。基地については

資料館で館長の説明を一般見学の方と一

緒に拝聴し、ジブリ映画の舞台となった

事を知り感動しました。普段絶対に立ち

入る事の出来ない管制塔や退役戦闘機の



コックピットに座る事が出来て嬉しかっ

たです。午後からの消防隊研修は、いざ

という時に備えるため、普段よく街中で

見る消防車と違う飛行機火災の為の色々

な装備をつけた特殊消防車と、消防服を

見て火災の種類によって色々な装備品が

ある事がわかりました。基地内各研修先

での隊員の説明も分かりやすく、皆さん

フレンドリーで食堂のご飯もとても美味

しく大変有意義な研修でした。今回の研

修で得た知識を今後の自衛官募集の支援

活動に活かしていきたいと思います。来

年度の研修旅行で行ってみたいところは、

陸上自衛隊の今津駐屯地。海上自衛隊の

舞鶴基地（第四術科学校）です。募集活

動のあり方など、街頭での広報活動への

参加や地本担当地区が実施する学校説明

会等へ積極的に参加して一人でも多くの

人に入隊して貰えるように頑張っていき

たい。(F様) 

 

 初めての航空自衛隊基地の見学でした。

見るもの全てが珍しく、意識が少年の頃

に戻って興奮してしまいました。参加者

の中に２名の小学生があったこと、小学

校教員だった立場では、学校を休ませて

まで参加させることに、当初受け入れる

のに抵抗がありました。しかし、今では

休ませてでも参加させるべきだと考えが

変化しました。保護者の判断には納得し

ております。素直な目で見られる時期に

こそ見せてあげたいと思っております。

来年度の研修旅行で行ってみたいところ

は、上記のように多くの小・中・高校生

に参加してもらえることが第一ですね。

陸海空それぞれに魅力はあるものの、陸

で魅力的な見せ場が近くにあればいいな

と思っています。海で護衛艦に乗船でき

る機会があればいいなと思います。研修

旅行というものではなく、脈のありそう

な家族・お子さんを近隣の駐屯地・基地

でのイベントや見学会を家族会のメンバ

ーから紹介出来ればと思います。（N様） 

 

・・すべて掲載できずすいません・・ 

 

【 お知らせ 】 カレンダー配布 

１２月２日(月)～６日(金)0900～1600 

富田林地域事務所 (QRコード参照)にて配布。 

受付番号「３３１」 

【 予  告 】 早春講話・懇親会 

令和７年２月２日(日) 

①  1100～講  話 (富田林地域事務所)    

②  1300～懇親会 (喃風・富田林店)    

 

【 自衛官募集 】 自衛隊への入隊につながる情報をお寄せ下さい 

富田林地域事務所 (上記QRコード参照)から資料請求できます。 

また、募集案内のパンフレット配布もご協力お願い致します。 

 

【 事務担当 】 

大 崎 信 久 090 – 9695 - 6647 

藤井寺市西古室1-21-40 メール：sdf.kawati.fa@gmail.com (QRコード参照) 

※ 詳細は改めてご案内いたします。 

※ ご都合のつく方はお申込みください。 


